



































































































































































「‾戦 争」 理論 に基づ く世 界 史教育 内容 の再 構成
古　　 代　　 文　　 明　　　 の　　 世　　 界　　　 と　　　 戦　　 争 内陸ｱ ｼﾞｱ世界史の展開と戦争
ｏ頷 膃k 黯
・ 生 産物 の発生→都市国家 の成立。堅牢な城壁 の築造。（富 の形成と権力 の集中 によって可 能）












指導者の責務 は， 遊 牧民



























ティムール　 遊牧 民 の軍事
力 と定 住民 の経済
力 の結合o









































































































































○ヨ ーロッパ国民国家の戦争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ヨーロッパ列強 による侵略戦争
普通 選挙制と徴兵制の制度化 ＝近代民主主義 の成立。　　　　　　　　　　　 産業革命・国民国家の成立。 →政治力・経済力 ・軍事力で のヨーロッパの
↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 優位。
近代国民軍 の成立。後方 支援体制 の拡大o →女性参政権の拡大。　　　　　　 ヨ ーロッパの諸体制・制度の諸地域世界への波及。
近代的国家機構（官僚機構・徴税 システム・金融システムなど）の成立。　　　　　　　 ↓
諸地域世界にお ける体制の崩壊。









軍拡体制…軍備拡張競争・技術革新競争。核兵器の登場。宇宙軍拡。　　　 国家主体ＶＳ亜国家主体（テロ組織， ゲリラ集団，宗教集団 など）
動員体制…戦争心理 の形成（プロパガンダ・ シンボル操作・情報操作）　　 第三世界に集中o 近代世界 システムの世界化か原因。
マスメディアの発達。輸送網・通信網の発達。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
経済 は軍産複合体を軸 に運営。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 民族共同体 の分断化（少数派 問題。国家内の民 族紛争｡ ）
○第三世界の軍事化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 争点　 非西欧世界の従属化（低開発問題。貧困o 構造的暴力｡）
先進諸国への軍事的隷属と国内の軍事体制。　　　　　　　　　　　　　　　　　
｛
西欧文明の世界化（イスラム世界 における西欧化 問題o 原理主義
国際的な武器市場の拡大→第三世界への武器輸出・第三 世界での軍需 産業　　　　 の台頭）








































































































































A-4- 了君主や帝国 の力が低下し経済的収益 が減少
すると，遊牧民 は分散して帝国は崩壊した。
A-4-ｲ 君主の継承権は君主 の氏族に限られ， 有能
なものが氏族 一部族長の承認によって君主に
選ばれた。
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| 動 物 が 基 本 財 産 で あ り
， 移
動 を 生 活 の 基 本 と ｜
け る 遊 牧 社 会 で は ， 富 の 蓄 積 が 困 難 で あ っ た ． ｜
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・ モンゴ ルなど の遊牧国家
は，騎馬戦術をとった。
P:荅える　」　 ］ がとりやすかった。
獸 白 言 汢 竍 哘 紕 紕 琵















[ 廱 儼 丿 祠 ぶ 谷 崕 言 言ﾌ 元 畄]
｜の 商人 の経 済 活 動 が ま す ま す活 発 と な り， 莫 １
豈 万回ｦE が もた らさ れ， 強力 な遊 牧 帝 国 が成



































































































































が成立すると，この国家 は遊牧民の経済的満足 と国家の維持を実現 するために，周辺 の定
住社会 に対して大規模な征服活動を行った。
征服の結果，遊牧民と定住民と の間に共存 関
係（遊牧民の軍事力 と定住民 の経済力 の組 み
合わせ）が成立すると，内陸 アジアには強力
な遊牧帝国が生まれ，経済的 にも繁栄した。
T 澗 題提起
P:予想 する
－83 －
Ｏ資料名
資料①－ア「広い範囲にわたる遊牧民の活動」
資料①－イ「騎馬民族国家の変遷」
資料②－ア「匈奴の活動」
資料②
－イ「突厥の活動」
資料②－ウ「モンゴルの活動」
資料②
－エ「匈奴の領域」
資料②－オ「突厥（東突厥・西突厥）の領域」
‘資料②－カ「ティムール帝国の領域」
資料③「遊牧民の生活」
資料④「遊牧民の移動
」
資料⑤
－ア「遊牧国家形成の目的」
資料⑤－イ「指導者の登場と遊牧国家の形成」
資料⑥「指導者の責務」
資料⑦厂富の獲得」資料⑧「モンゴル軍の騎馬戦術」
資料⑨「騎馬」
資料⑩
－ア「騎馬戦術の利点」
資料⑩－イ「農耕民に不利な騎馬戦術」
資料⑩匚モンゴル軍の軍事組織」
資料⑩匚モンゴルの国家組織
」
資料⑩「オアシス定住民の生業」
資料⑩
－ア「突厥とングド大」
資料⑩－イ「モンゴルとサルト商人」
資料⑩
－ウ「ングド人の活動」
資料⑩
－ア「匈奴とオアシス定住民」
資料⑩－イ「突厥とングド人の共存関係」
資料⑩「遊牧国家の崩壊」
資料劭－ア「匈奴君主決定」
資料⑥
－イ厂突厥の君主決定」
資料０－ウ「モンゴルの君主位決定」
資料⑩「君主位をめぐる内紛
」
資料⑩「ティムール登場頃の内陸アジア」
資料⑩「ティムール帝国の成立」
資料⑩「ティム
ルーの征服活動」
資料⑩「ティムールの征服と商人」
資料⑩「ティムール帝国の崩壊」厂内陸アジア世界史の展開一遊牧国家の興亡－」
４。おわりに
中範囲の「戦争
」理論に基づく世界史教育内容構成
と授業構成について述べてきたが
，その具体的な内容
に関しては
，「内陸アジア世界史の展開と戦争」を例
に挙げて示すにとどまった
。実際に中範囲の「戦争」
理論に基づく世界史教育を実践していくためには
，先
に示した主な項目の全小単元について
，主題を設け，
知識
・問いの構造化と具体的事例（資料）の選定を行っ
て
，具体的な授業を構成していかなければならない。
また
，今回示した世界史教育内容では，すべての地
域世界史をカバ
しーているとはいえない。本稿では構
成することができなかった地域世界史についても，中
範囲のF‾戦争」理論を命題化し
，教育内容として構成
していくことが今後の課題である。
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